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永山橋　（ながやまばし）

菊池市

河川 橋

　菊池渓谷入口の菊池市大字原永山地区にあ
り、肥後と豊前を結ぶ重要な道に明治１１年（１
８９８）に名工橋本勘五郎によって菊池川に架
けられたもので、全長６１ｍ、幅４．６ｍの単一
アーチ橋です。この橋は、当初勘五郎が文政６
年（1823）に架けたものの洪水で流失したた
め、１３０ｍ程上流に再建されたもので、丸型の
高欄、擬宝珠柱など勘五郎の特長がよく残って
います。明治初期までの石橋には、木造の名
残として丸い擬宝珠の欄干や親柱のある石橋
がありますが、この橋も木造橋の名残を残して
いる学術的に貴重な橋です。〈主に菊池観光協
会より引用〉

菊池市大字原永山地区

・一般財団法人九州地域づくり協会
・菊池観光協会

明治初期 明治１１年完成

石工棟梁は、肥後の名工　橋本勘五郎（のち小坂姓）

－

石工棟梁は種山村（現八代市東陽町）の石工、橋本勘五郎である。この永山橋は架
橋当時のままの形が残っており、欄干の形状に特徴があると言われる。
勘五郎は明治４年に東京に召され、皇居の二重橋を始め江戸橋、万世橋、浅草橋等
の眼鏡橋を架設している。兄は通潤橋（菊本県上益城村山都町）を架設した石工棟梁
橋本宇一であり、弟の勘五郎は副棟梁として従事したとの説あり）。


